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JENESYS2020 日東ティモール・オンライン交流 

（日本語コミュニケーション・日本文化（サブテーマ：ものづくり・食の安全））の記録 

 

１. 概要 

【目的】東ティモールにおいて日本に興味関心を有する青年または日本語学習者が、日本について

の知見を深めるとともに情報発信をすることで、両国の交流をより一層推進することを主目的に、

本プログラムを実施しました。 

 

【参加者】 東ティモールの高校生・大学生・大学院生・社会人 計 52名 

 

【訪問地】 東京都、大阪府、京都府 

 

【日程】   

このプログラムは JENESYS 2021日東ティモール外交関係開設 20周年記念交流と合同で実施しま

した。 

日付 

訪問地 
内容 参加者の質問・反応 

以下の参加人数：36名 

2021年 

11月 22

日 

東京都 

【ウェビナー・質疑応答】 

1. 開会挨拶 

2. JENESYS概要説明 

3. 講義・スライド視聴  

「Explore Japan」 

講師：千葉大学 国際未来教育基幹教

授 織田 雄一氏 

4. 質疑応答 

5. 集合写真撮影 

6. 閉会 

日本政府の新型コロナウイルス感染症対

策、ワクチン方針、生産人口減少と高齢化、

着物と浴衣の違い、最新テクノロジーでは

なく自然を楽しめる地方もあるのかどう

か、大学の授業は何語で行われるのか、な

ど幅広い質問がありました。講義中もチャ

ットにリアクションやコメントがありまし

た。 

 

以下 7日間の参加人数：16名 

2022年 

2月 2日

～ 

 

【動画視聴】 

1. 外務省挨拶 

2. 事前オリエンテーション 

3. 日本理解講義 

4. 日本文化理解（京都） 

5. ホームビジット体験 

6. 日本語学習 

プログラムへの理解を深めるため、参加者

は日本やプログラムに関する動画を視聴し

てから参加しました。  
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2022年 

2月 9日 

東京都 

 

【オリエンテーション】【ウェビナー・質

疑応答】 

1. オリエンテーション（グループ別） 

2. 日本語と日本文化レッスン 

3. ウェビナー・質疑応答 

「日本文化及び SNS発信講座」 

講師：TOKYOインフルエンサーアカデ

ミー 代表 中島 侑子氏 

4. グループ別交流 

「日本語と日本文化レッスン」では、講師

の呼びかけに楽しそうに答えていました。

「日本文化及び SNS発信講座」では、行き

たい場所、好きな日本食、興味ある場所な

ど多くのコメントが寄せられました。グル

ープ別交流では、「将来は奨学生として日本

へ留学したい」「日本人の友達を作りたい」

など本プログラムに期待を共有しました。 

2022年 

2月 10日 

大阪府 

 

【ウェビナー、視察】 

 講義 

「関西・大阪の魅力紹介」 

講師：公益財団法人大阪観光局留学生

支援推進室 日髙 ちひろ氏 

 質疑応答 

講師の問いかけに参加者は積極的に答えて

いました。講師の「関西で行きたい場所は」

の問いかけに、「京都に行き、自国の伝統文

化と比較したい」「大阪御堂筋のイルミネー

ションを家族と一緒に楽しみたい」「奈良で

鹿に餌をあげたい」等、具体的な回答があ

りました。 

2022年 

2月 11日 

愛知県名

古屋市 

【ウェビナー・質疑応答】講義 

1. 質疑応答 

「名古屋の観光情報」 

講師：名古屋市観光文化交流局観光交

流部 大塚 勝樹氏 

2. 記念撮影 

講師が適宜資料の写真を大きく見せたり、

クイズ形式の双方向のやりとりをしたりす

るなど工夫することで、参加者の主体的意

欲が感じられた講義でした。質疑応答でも

講師が丁寧で楽しく回答したりすること

で、講師と参加者の双方向で活発なコミュ

ニケーションがなされました。参加者から

「名古屋市を一言で表現するとしたらなん

ですか」「教育制度は名古屋独自のものです

か」「東京都と名古屋で言葉の違いはありま

すか」など多くの質問がありました。 

2022年 

2月 12日 

 

【学校交流】 

交流校：愛知県立南陽高等学校 10名 

1. 学生代表挨拶 

2. 日本の学生発表（学校紹介・茶道紹介・

お点前披露） 

3. 質疑応答  

4. 東ティモール参加者発表（東ティモー

ル全般） 

5. 質疑応答 

6. 記念撮影 

南陽高校の学校紹介のプレゼンテーション

では、茶・華道部のお点前が素晴らしく、

ライブ感溢れるプログラムでした。参加者

から「何の儀式に由来するのか」「抹茶はど

うやって作るのか」等の質問があり、着物

姿の先生が各質問に丁寧に答えました。参

加者からの発表では、日本の交流校から、

「東ティモールで人気のある日本のものは

何か」「高校生の間で話題のトピックな何

か」等の質問が多く挙がり、時間が足りな

くなるくらい双方向のコミュニケーション
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が活発に行われました 

2022年 

2月 14日 

東京都 

 

【ワークショップ】 

1. プログラムの振り返り 

2. アクション・プラン策定、発表準備 

グループに分かれ、プログラム全体を通し

ての学びから、アクション・プランを策定

し、報告会にむけて発表の準備を行いまし

た。 

2022年 

2月 15日 

東京都 

 

【報告会】 

1. 参加者による発表 

2. 講評 

プログラム後 3 か月以内に実施するアクシ

ョン・プランについて英語と日本語で発表

しました。日本について幅広い対象に発信

する独創的なプランがいくつも提案されま

した。 

 

２. 記録写真 

  

2021年 11月 22日【ウェビナー・質疑応答】講

義中の様子 

2021年 11月 22日【ウェビナー・質疑応答】講

義中の様子 

  

2021年 11月 22日【ウェビナー・質疑応答】質

疑応答の様子 

2021年 11月 22日【ウェビナー・質疑応答】集

合写真撮影の様子 
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2022年 2月 9日【オリエンテーション】日本語

と日本文化レッスン：講師の後に続いて日本語

を話す参加者 

2022年 2月 9日【ウェビナー・質疑応答】日本

文化及び SNS発信講座の講義の様子 

  

2022年 2月 10日【視察】「関西・大阪の魅力紹

介」講師のクイズ 

2022年 1月 12 日【学校交流】桜を背景に記念

撮影 

 

 

2022年 2月 15 日【報告会】プレゼンテーショ

ンの様子 
2022年 2月 15日【報告会】集合写真 

 

３. 参加者の感想（抜粋） 

 参加大学生 

今回のような、ASEAN の学生のための日本に関する講義は、ASEAN 各国の若者にとって、非常に

特別なものだと感じています。このプログラムを通じて、自国の発展を目指す参加者が、国境や宗

教を超え、平等に意見交換をすることができるからです。そして、参加者全員が、新しいアイデア

や、日本と ASEAN諸国の様々な問題の解決法について考えることができるプログラムでした。 

 

 参加大学生 
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このプログラムは、特に日本文化や日本の生活について学びたいと思っている参加者にとって、情

報量が充実し、大変ためになるものでした。オンラインでのプログラムということで、感染症拡大

を防止しながら実施することができました。 

 

 参加大学生 

日本について学ぶことができる良いプログラムでした。参加者全員にとって非常にためになるもの

なので、これからも実施してほしいです。 

 

 参加大学生 

このパンデミックの時代にオンラインは非常に便利ですが、対面プログラムにぜひ参加したいです。 

 

 参加大学生 

このプログラムに参加できて本当に嬉しいです。このプログラムでは、日本の生活様式、技術、言

語、文化など、日本の完璧な文化をより多く学ぶことができます。今後、日本と東ティモールが最高

の交流をするために、両国の参加者が対面で会う機会を作ってほしいです。東ティモールはインタ

ーネット環境が整っていないため、オンラインプログラムへの参加が難しいと思います。 

 

 参加社会人 

対面での実施ができれば、より深く日本を知ることができると思います。 

 

４. 受入れ側の感想（抜粋） 

 講師  

講義後の質問がたくさん出て、嬉しい限りです。新型コロナウイルス感染症の日本の現状や政府の

対応、高齢化に対する政府の支援策といった現在進行形の質問が多かったのには驚かされ、東ティ

モールの若者たちの現代社会に対する諸課題への関心の高さに感銘しました。次回は、日本の若者

（学生）と一緒に、同様の課題について話すような企画ができればいいと思いました。 
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５. 参加者の対外発信 

 

 

2021年 11月 22日（Facebook） 

JICE国際交流プログラムの皆様、日本について

の情報を共有や、日本について体験することの

できる機会をありがとうございました。日本の

言語、政治、社会、観光地や文化について学ぶこ

とのできる今回のプログラムに参加できたこと

は光栄です。ありがとうございました。 

2021年 11月 22日（Facebook） 

日本はユニークで素晴らしい文化や最新のテク

ノロジーがある国です。JENESYS オンライン

プログラムに参加できたことは私にとっても日

本国内の設備、教育や生活について学ぶことの

できる素晴らしい経験でした。貴重な体験と講

義をありがとうございました。 
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2022年 2月 10日（Facebook） 

今日は JENESYS で幾つかの街や場所のオンラ

インツアーがありました。大阪は日本有数の港

町であり、商業の中心地でもあります。モダン

な建築物やナイトライフ、ボリュームたっぷり

の屋台料理で知られています。その中でも、天

神橋筋 6 丁目商店街は、観光客にとって魅力的

な場所のひとつです。天神橋を起点に、北は天

神橋 7丁目まで続く全長 2.6kmの商店街は、日

本一長いといわれ、歩くと約 40分かかるといわ

れています。もし買い物に行きたいなら天神橋

商店街に行くべきです。 

 

2022年 2月 11日（Facebook） 

関西についての発信 

関西地域： 

奈良には鹿が沢山いて、ケガさせるようなこと

はしてはいけません。 

京都は日本文化を学び、伝統的な日本食を楽し

める都市です。 

兵庫と和歌山は、精神的な側面を持ち、日本の

歴史を学べるところです。 

他には、関西には留学生が５万 3,000 人、大阪

には 2万 4,000人います。 

もう 1 つ；日本で勝利のシンボルは「ダルマ」

です。 

 

2022年 2月 12日（Instagram） 

（講師スタッフの投稿） 

先日、ものすごく素敵な講座にスタッフとして参加させて頂きました。 

（中略） 

毎年諸外国から日本の魅力を知ってもらう為、日本へ招待するイベント。 

昨年度は、コロナで日本へ招待する事ができず、オンラインで日本の魅力を知ってもらう事になり

ました。今回は、マレーシア・シンガポール・東ティモールの皆様にオンラインでご参加いただき、
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講師はなんと、TOKYOインフルエンサーアカデミー代表の中島侑子さん。内容は、「SNS講座」 

旅系インフルエンサーであり、インスタグラムの先生でもある中島侑子さんは、まさにベストティ

ーチャーです。日本の魅力と沢山の場所の魅力や文化、季節やお祭りの事などお話しいただきなが

ら、その魅力を発信していく Instagramについてノウハウも含めて講義頂きました。 

チャットでのやり取りは非常に面白く、 

・日本のどこに行きたい 

・何を食べたい 

・日本についてどんな発信ができるか 

など、やり取りがされていて海外学生の皆様もとても楽しそうでした。 

日本が好きな気持ち、日本に行きたいという気持ちが伝わってきて日本人として海外との交流は

とても嬉しい気持ちで一杯になりました。今は、簡単に海外へ行く事ができない。 

もどかしい気持ちでいっぱいですが、だからこそ、リアルで旅行に行きたい、色んな国に行きたい

という気持ちが募るので、海外旅行が普通に出来る時がおとずれることが楽しみでなりません。 

それはきっと世界中の人達が同じように想っている事と思います。 

今回は、学生さん達が講座を受けて、日本について発信をご自身なりにする！という企画になって

います。#jenesys_snsをつけて発信していただき、ベスト投稿を侑子さんに選んで頂きます。 

行ったことない場所の事ってなかなか伝えづらいけど、学んだ事や、行きたいなぁという想いを投

稿するというのも、アウトプットとして良いですよね。 

あらためて日本の魅力を感じる時間でした。 

そして、世界中の方々が気軽に海外旅行に行ける日がきますように。 

 

６．最終報告会でのアクション・プランの発表 

グループ 1 

 

 

「日本への旅」 

 

 実施時期：2月 16日～5月 16日 

 実施する者：本プログラム参加者。自分たち

よりも日本を知っている人からも協力を得ま

す。 

 ターゲット：東ティモールの高校生 

 実施内容：日本文化や日本語を学ぶワークシ

ョップを開催します。また、高校生にも直接

セミナーを実施します。 
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グループ 2 

 

「オンラインプログラムで日本について 

学んだことを、東ティモールで広めよう！」 

 

 実施理由： 

東ティモールにはまだ日本のことをよく知らな

い人が沢山いるので、このプランの実行で日本

への理解を深めたいです 

 実施時期：3月 3日（東ティモールの祝日） 

 実施する者：グループ Gのメンバー  

 ターゲット：東ティモールの高校生、高卒者、

大学生（16歳以上の誰でも可） 

 活動方法： 

今回のようなオンラインプログラム、または直

接対面でのプログラム、また Facebook のよう

な SNSでシェアして、参加者に certificateを発

行したりもできると思います。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター (JICE) 

 


